






　「ひきこもり」＝「病
びょう

気
き

」ではありません。何
なん

らかの理
り

由
ゆう

で周
しゅう

囲
い

の環
かん

境
きょう

に適
てき

応
おう

しづらくなった

時
とき

に、「ひきこもる」ということが誰
だれ

でも起
お

こりえます。また、原
げん

因
いん

やきっかけも様
さま

々
ざま

で、どうして

ひきこもるようになったか分
わ

からないということも多
おお

くあります。

　一
いっ

方
ぽう

で、背
はい

景
けい

に何
なん

らかの精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

を抱
かか

えており、その症
しょう

状
じょう

が影
えい

響
きょう

している場
ば

合
あい

もあります。

また、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

によって、人
ひと

とうまく関
かか

わることができず、結
けっ

果
か

としてひきこもってしまう

場
ば

合
あい

もあります。ひきこもりの背
はい

景
けい

として病
びょう

気
き

や障
しょう

害
がい

がある場
ば

合
あい

には、適
てき

切
せつ

な医
い

療
りょう

や支
し

援
えん

を受
う

けることによって、ひきこもりからの回
かい

復
ふく

の一
いち

助
じょ

となることもあります。

◆ こんな様
よう

子
す

はありませんか?

◆ ひきこもりとは



　ご本
ほん

人
にん

は、将
しょう

来
らい

への不
ふ

安
あん

や焦
あせ

り、社
しゃ

会
かい

で活
かつ

躍
やく

している同
どう

年
ねん

代
だい

の人
ひと

に対
たい

する劣
れっ

等
とう

感
かん

などが頭
あたま

から離
はな

れず、常
つね

に自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を責
せ

めています。外
そと

に出
で

たい、働
はたら

きたいという気
き

持
も

ちを抱
かか

えながら

も、一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

すことができない状
じょう

態
たい

にあります。

　また、ひきこもっている期
き

間
かん

が長
なが

くなるほど、外
そと

に出
で

にくくなり、人
ひと

とどうコミュニケーション

をとればいいのかわからなくなってしまいます。

　まずは、今
いま

のご本
ほん

人
にん

の“ありのまま”を受
う

け止
と

めてあげましょう。

ひきこもっているご本
ほん

人
にん

の状
じょう

態
たい

は様
さま

々
ざま

です。気
き

になる様
よう

子
す

が見
み

られた

ら、ご家
か

族
ぞく

だけで抱
かか

え込
こ

まずにご相
そう

談
だん

ください。

◆ ご本
ほん

人
にん

の気
き

持
も

ち

・「この先
さき

どうなるんだろう…」

・「どうせ自
じ

分
ぶん

は何
なに

をしてもダメだ…」

・「みんなと同
おな

じようにはできない」

・「人
ひと

と会
あ

うのが怖
こわ

い」　　

・「こうなったのは親
おや

のせいだ」

・「自
じ

分
ぶん

のせいで家
か

族
ぞく

を苦
くる

しめている…」

・「このままじゃいけないと思
おも

うけど、

   どうしていいか分
わ

からない」



　ご家
か

族
ぞく

からは、ご本
ほん

人
にん

がある日
ひ

突
とつ

然
ぜん

学
がっ

校
こう

や仕
し

事
ごと

に行
い

かなくなったり、家
いえ

にひきこもるように

なったと思
おも

えるかもしれません。しかし実
じっ

際
さい

は、様
さま

々
ざま

なストレス体
たい

験
けん

により身
しん

体
たい

的
てき

・精
せい

神
しん

的
てき

な疲
ひ

労
ろう

が続
つづ

くことで、ひきこもるよりもずっと前
まえ

からエネルギーの低
てい

下
か

は始
はじ

まっています。そして、深
しん

刻
こく

なほどエネルギーが低
てい

下
か

し、動
うご

けなくなった状
じょう

態
たい

が「ひきこもり」です。

　そのため、まずはご本
ほん

人
にん

がエネルギーを取
と

り戻
もど

す必
ひつ

要
よう

が

あります。エネルギーは、家
いえ

の中
なか

で落
お

ち着
つ

いた気
き

持
も

ちで過
す

ご

したり、周
まわ

りの人
ひと

（ご家
か

族
ぞく

）に受
う

け止
と

めてもらうことで、少
すこ

し

ずつ回
かい

復
ふく

していきます。つまり、ご本
ほん

人
にん

にとって「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な環
かん

境
きょう

」を提
てい

供
きょう

したり、ご本
ほん

人
にん

の“ありのまま”を受
う

け止
と

めて

理
り

解
かい

することが、ひきこもりからの回
かい

復
ふく

に繋
つな

がります。

◆ ご本
ほん

人
にん

のエネルギーの推
すい

移
い



　一
いっ

方
ぽう

で、ある程
てい

度
ど

エネルギーは回
かい

復
ふく

しており、家
いえ

の中
なか

では普
ふ

通
つう

に過
す

ごせるようになったもの

の、外
そと

には出
で

ようとしない場
ば

合
あい

もあります。家
か

族
ぞく

とは普
ふ

通
つう

に話
はなし

ができて、近
きん

所
じょ

の人
ひと

ともあいさつ

程
てい

度
ど

はできるものの、人
ひと

が多
おお

い場
ば

所
しょ

は避
さ

けたり、人
ひと

と長
ちょう

時
じ

間
かん

接
せっ

することは避
さ

けるといった様
よう

子
す

が見
み

られることもあります。このような場
ば

合
あい

は、背
はい

景
けい

に、「人
ひと

と関
かか

わることへの恐
きょう

怖
ふ

」が強
つよ

く残
のこ

っ

ているという課
か

題
だい

があります。過
か

去
こ

に、いじめや孤
こ

立
りつ

、職
しょく

場
ば

でのパワハラなど明
めい

確
かく

なきっかけ

がある場
ば

合
あい

や、もともと対
たい

人
じん

緊
きん

張
ちょう

が強
つよ

く、集
しゅう

団
だん

に入
はい

ることが苦
にが

手
て

だったり疲
つか

れやすかったりす

る場
ば

合
あい

があります。また、その背
はい

景
けい

に発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

がある場
ば

合
あい

もあります。

  「人
ひと

と関
かかわ

ることへの恐
きょう

怖
ふ

」が強
つよ

い場
ば

合
あい

、まずは「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な環
かん

境
きょう

」での生
せい

活
かつ

を提
てい

供
きょう

しながら、

ご本
ほん

人
にん

の性
せい

格
かく

・特
とく

性
せい

を理
り

解
かい

していく必
ひつ

要
よう

があります。ご本
ほん

人
にん

がどんな時
とき

に困
こま

ったり、苦
く

痛
つう

や不
ふ

安
あん

を感
かん

じるのかを周
まわ

りの人
ひと

（ご家
か

族
ぞく

）が理
り

解
かい

し、それに対
たい

応
おう

する方
ほう

法
ほう

や助
たす

けの求
もと

め方
かた

をご本
ほん

人
にん

が身
み

につけていけるようサポートすることで、恐
きょう

怖
ふ

を和
やわ

らげていくことができます。

　ご本
ほん

人
にん

の“ありのまま”を受
う

け止
と

めるためには、「受
じゅ

容
よう

」と「共
きょう

感
かん

」が大
たい

切
せつ

です。

  「受
じゅ

容
よう

」とは、相
あい

手
て

のことを否
ひ

定
てい

したり評
ひょう

価
か

したりせず、最
さい

後
ご

までしっかりと話
はなし

を

聴
き

いて受
う

け止
と

めることをいいます。「共
きょう

感
かん

」とは、相
あい

手
て

がその行
こう

動
どう

をとるに至
いた

った

背
はい

景
けい

や気
き

持
も

ちに理
り

解
かい

を示
しめ

すことをいいます。

　ご家
か

族
ぞく

がご本
ほん

人
にん

の気
き

持
も

ちに理
り

解
かい

を示
しめ

して受
う

け止
と

めることで、ご本
ほん

人
にん

は「わかっ

てもらえた」と感
かん

じることができ、安
あん

心
しん

感
かん

に繋
つな

がります。



　ひきこもりの問
もん

題
だい

に直
ちょく

面
めん

すると、ほとんどのご家
か

族
ぞく

は、どうしたらよいかわからず混
こん

乱
らん

してしまったり、ご自
じ

身
しん

を責
せ

めたり、何
なん

とかしなければと焦
あせ

ってしまいます。ご本
ほん

人
にん

を心
しん

配
ぱい

するあまり、ついつい世
せ

話
わ

を焼
や

こうとして、かえってご本
ほん

人
にん

との関
かん

係
けい

が悪
わる

くなってしま

うこともあるかもしれません。

　ひきこもり問
もん

題
だい

への対
たい

応
おう

で大
たい

切
せつ

なこ

とは、「ご家
か

族
ぞく

が元
げん

気
き

になる」ことと、「ご

本
ほん

人
にん

が安
あん

心
しん

できる」ことです。



　ひきこもり問
もん

題
だい

に対
たい

応
おう

する時
とき

にまず必
ひつ

要
よう

なことは、ご家
か

族
ぞく

が自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

を大
たい

切
せつ

にすることです。ほとんどのご家
か

族
ぞく

は、ご本
ほん

人
にん

の

ことばかり気
き

になってしまい、ご自
じ

身
しん

の生
せい

活
かつ

を後
あと

回
まわ

しにしてしま

いがちです。しかし、ご家
か

族
ぞく

が疲
つか

れてしまったり、気
き

持
も

ちにゆとり

がなくなると、ご本
ほん

人
にん

の行
こう

動
どう

を冷
れい

静
せい

に受
う

け止
と

められなくなったり、

イライラしてつい口
く

調
ちょう

がきつくなってしまい、ご本
ほん

人
にん

との関
かん

係
けい

が

悪
わる

くなってしまうことがあります。

　そのため、まずは「ご家
か

族
ぞく

が元
げん

気
き

になる」ことが必
ひつ

要
よう

です。仕
し

事
ごと

や趣
しゅ

味
み

など、ご家
か

族
ぞく

自
じ

身
しん

の生
せい

活
かつ

を大
たい

切
せつ

にしましょう。生
せい

活
かつ

に楽
たの

しみをもつことで、ご家
か

族
ぞく

自
じ

身
しん

が健
けん

康
こう

を保
たも

ち、ご

本
ほん

人
にん

とも適
てき

度
ど

な距
きょ

離
り

を取
と

ることができます。また、ひきこもりのご家
か

族
ぞく

の集
あつ

まり（家
か

族
ぞく

会
かい

）に参
さん

加
か

したり、専
せん

門
もん

機
き

関
かん

に相
そう

談
だん

することで、不
ふ

安
あん

が和
やわ

らいだり、ご本
ほん

人
にん

への対
たい

応
おう

を

一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えていくことができます。

◆ ご家
か

族
ぞく

自
じ

身
しん

の生
せい

活
かつ

を大
たい

切
せつ

にしましょう

　まずは「ご本
ほん

人
にん

が安
あん

心
しん

できる」ことが大
たい

切
せつ

です。

　ご本
ほん

人
にん

のことを「よく見
み

て」、話
はなし

を「よく聴
き

く」ことで、ご本
ほん

人
にん

にとって「わかってもらえ

た」という安
あん

心
しん

感
かん

に繋
つな

がります。ご本
ほん

人
にん

の現
げん

状
じょう

を受
う

け止
と

め、家
か

庭
てい

が安
あん

心
しん

できる場
ば

である

ことを何
なん

らかの形
かたち

で根
こん

気
き

強
づよ

く伝
つた

え続
つづ

けていくことで、ご本
ほん

人
にん

もご家
か

族
ぞく

と関
かか

わろうとする

気
き

持
も

ちが芽生えてきます。

◆ 基
き

本
ほん

的
てき

な対
たい

応
おう

方
ほう

針
しん



　ひきこもりの問
もん

題
だい

は、早
はや

く何
なん

とかしなければとご家
か

族
ぞく

が焦
あせ

っても、かえってご本
ほん

人
にん

はプ

レッシャーを感
かん

じて自
じ

分
ぶん

を責
せ

めたり、家
いえ

での居
い

心
ごこ

地
ち

が悪
わる

くなって家
か

族
ぞく

を避
さ

けるようにな

ることもあります。まずは、「受
じゅ

容
よう

」と「共
きょう

感
かん

」によって、ありのままのご本
ほん

人
にん

を受
う

け止
と

めま

しょう。ご本
ほん

人
にん

のペースに合
あ

わせて、ゆっくりと休
きゅう

息
そく

できる環
かん

境
きょう

を提
てい

供
きょう

することが、エネ

ルギーの回
かい

復
ふく

につながります。

（１）解
かい

決
けつ

を急
いそ

がず、まずはありのままを受
う

け止
と

めましょう

　ご本
ほん

人
にん

と話
はなし

はしたいものの、どうやって声
こえ

をかけたらいいか

分
わ

からなかったり、つい強
つよ

い口
く

調
ちょう

で問
と

い詰
つ

めてしまいそうに

なることがあるかもしれません。まずは、「おはよう」「いってき

ます」などのあいさつから始
はじ

めましょう。また、「今
きょう

日はいい天
てん

気
き

だね」「この間
あいだ

テレビで

○○やってたよ」など、日
にち

常
じょう

の声
こえ

かけを根
こん

気
き

強
づよ

く続
つづ

けていくことで、ある日
ひ

ふとご本
ほん

人
にん

か

ら反
はん

応
のう

が返
かえ

ってくることもあります。

（２）あいさつや、日
にち

常
じょう

の声
こえ

かけを続
つづ

けましょう

　ご本
ほん

人
にん

が動
うご

きたくても動
うご

けない理
り

由
ゆう

の1つに、深
しん

刻
こく

なほど自
じ

信
しん

を失
うしな

ってしまっている

場
ば

合
あい

があります。

　ご本
ほん

人
にん

がずっと家
いえ

にいる様
よう

子
す

を見
み

ていると、ご家
か

族
ぞく

は、「働
はたら

いていない」「友
とも

だちがい

ない」「家
いえ

の手
て

伝
つだ

いをしない」「外
がい

出
しゅつ

しない」･･･など、ついついご本
ほん

人
にん

の“できていない

こと”に目
め

が向
む

きがちになり、何
なん

でしないのだろうとイライラしてしまうかもしれません。

一
いっ

方
ぽう

で、振
ふ

り返
かえ

ってみると、「あいさつをする」「朝
あさ

起
お

きる」「頼
たの

めば手
て

伝
つだ

ってくれる」「一
いっ

緒
しょ

にご飯
はん

を食
た

べる」など、ご本
ほん

人
にん

の“いいところ”や“できていること”がいくつも見
み

つか

ることが少
すく

なくありません。ご本
ほん

人
にん

の“いいところ”“できていること”に注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く目
め

を向
む

けて、「ありがとう」「助
たす

かったよ」「うれしい」などの声
こえ

かけをすることで、ご本
ほん

人
にん

の自
じ

信
しん

の回
かい

復
ふく

に繋
つな

がります。

（３）ご本
ほん

人
にん

の“いいところ”“できていること”に目
め

を向
む

けてみましょう

◆ 「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な環
かん

境
きょう

」をつくるために、ご家
か

族
ぞく

が今
いま

できること



ご本
ほん

人
にん

の「ありのまま」を受
う

け止
と

めるというのは、暴
ぼう

力
りょく

に甘
あま

んじることではあ

りません。「暴
ぼう

力
りょく

はいけない」とはっきりと伝
つた

えつつ、どのような言
げん

動
どう

がご本
ほん

人
にん

の暴
ぼう

力
りょく

のきっかけになっているかを考
かんが

え、その言
げん

動
どう

を避
さ

ける必
ひつ

要
よう

があり

ます。ご本
ほん

人
にん

からの暴
ぼう

力
りょく

がひどい場
ば

合
あい

は、一
いち

時
じ

的
てき

にその場
ば

を離
はな

れて避
ひ

難
なん

す

ることも大
たい

切
せつ

です。また、警
けい

察
さつ

の介
かい

入
にゅう

が必
ひつ

要
よう

な時
とき

もあります。ご家
か

族
ぞく

だけで

解
かい

決
けつ

しようとせず、専
せん

門
もん

機
き

関
かん

に相
そう

談
だん

してください。

家
か

庭
てい

内
ない

の暴
ぼう

力
りょく

に困
こま

っています。

「お小
こ

遣
づか

いを渡
わた

すと安
あん

心
しん

して、働
はたら

こうとしなくなるんじゃないか」と心
しん

配
ぱい

され

るご家
か

族
ぞく

もおられますが、そんなことはありません。お金
かね

をもっていないと、

欲
ほ

しいものを買
か

ったり、どこかに出
で

かけたりすることもできないため、益
ます

々
ます

家
いえ

にひきこもってしまいます。また、金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

の力
ちから

を付
つ

けるためにも、お小
こ

遣
づか

いは渡
わた

す方
ほう

が望
のぞ

ましいです。お小
こ

遣
づか

いの金
きん

額
がく

はご本
ほん

人
にん

と相
そう

談
だん

し、その使
つか

い

道
みち

についてはご本
ほん

人
にん

に任
まか

せましょう。

お小
こ

遣
づか

いはどうしたらいいですか?

ご本
ほん

人
にん

が相
そう

談
だん

に行
い

くのを嫌
いや

がっている時
とき

に無
む

理
り

に連
つ

れて行
い

こうとすると、

かえってご本
ほん

人
にん

との関
かん

係
けい

がこじれてしまう恐
おそ

れがあります。ご本
ほん

人
にん

が拒
きょ

否
ひ

し

ている場
ば

合
あい

は、ご家
か

族
ぞく

だけで相
そう

談
だん

に行
い

きましょう。また、ご家
か

族
ぞく

が相
そう

談
だん

に行
い

くことについては、「私
わたし

たち（家
か

族
ぞく

）が変
か

わりたいから相
そう

談
だん

に行
い

く」と、思
おも

い

切
き

って伝
つた

えることが大
たい

切
せつ

な場
ば

合
あい

もあります。

本
ほん

人
にん

が相
そう

談
だん

に行
い

こうとしません。

 また家
か

族
ぞく

が相
そう

談
だん

に行
い

くことにも反
はん

対
たい

します。



◆ 聴
き

き方
かた

のポイント

◆ 話
はな

し方
かた

のポイント



① ご本
ほん

人
にん

が困
こま

っているとき

例
れい

） 眠
ねむ

れない、歯
は

が痛
いた

い、電
でん

車
しゃ

に乗
の

るのが怖
こわ

い、家
か

族
ぞく

以
い

外
がい

とは緊
きん

張
ちょう

して話
はな

せない

④ 家
か

族
ぞく

の様
よう

子
す

が変
か

わったことを、ご本
ほん

人
にん

が気
き

にしているとき

例
れい

） 「何
なん

で急
きゅう

にそんなこと言
い

うようになったの?」 「最
さい

近
きん

、お母
かあ

さん変
か

わったね」

③ 家
か

族
ぞく

が相
そう

談
だん

に行
い

くことを、ご本
ほん

人
にん

が気
き

にしているとき

例
れい

） 「何
なに

を話
はな

してるの?」 「そんなとこ行
い

っても変
か

わらない」

② ご本
ほん

人
にん

が自
じ

分
ぶん

の現
げん

状
じょう

に向
む

き合
あ

い、動
どう

揺
よう

しているとき

例
れい

） テレビや新
しん

聞
ぶん

で「ひきこもり」についての報
ほう

道
どう

を見
み

る、

      近
きん

所
じょ

の人
ひと

や親
しん

戚
せき

に「今
いま

、何
なに

してるの？」と聞
き

かれる

◆ 誘
さそ

うときのポイント



　きっかけは、次
じ

男
なん

（40代
だい

）が会
かい

社
しゃ

を辞
や

めたことでした。異
い

動
どう

先
さき

で上
じょう

司
し

や同
どう

僚
りょう

とうまくいか

ず、会
かい

社
しゃ

を休
やす

むようになり、『すぐに次
つぎ

の仕
し

事
ごと

を見
み

つけるから』と言
い

って退
たい

社
しゃ

しました。私
わたし

たち

（両
りょう

親
しん

）は仕
し

事
ごと

と父
ちち

（祖
そ

父
ふ

）の介
かい

護
ご

で忙
いそが

しく、次
じ

男
なん

もすぐにハローワークに通
かよ

い始
はじ

めたので、

“すぐに見
み

つかるだろう”と思
おも

い、あまり気
き

にかけることもありませんでした。

　2年
ねん

経
た

っても次
じ

男
なん

は働
はたら

く様
よう

子
す

がなく、私
わたし

（母
はは

）が「これからどうするの?」と聞
き

いても、『そのう

ちにね…』と言
い

うばかりでした。さらに数
すう

年
ねん

経
た

った頃
ころ

、私
わたし

たちは定
てい

年
ねん

退
たい

職
しょく

を迎
むか

えたことで焦
あせ

り始
はじ

めました。親
おや

亡
な

き後
あと

の次
じ

男
なん

の生
せい

活
かつ

を心
しん

配
ぱい

し、頻
ひん

繁
ぱん

に「これからどうするの?」「仕
し

事
ごと

に行
い

かないの?」と尋
たず

ねるようになりました。次
じ

男
なん

はだんだんと、声
こえ

をかけても返
へん

事
じ

をせず、ご飯
はん

も一
いっ

緒
しょ

に食
た

べなくなり、自
じ

室
しつ

にひきこもることが増
ふ

えていきました。

　次
じ

男
なん

と私
わたし

たちのことを心
しん

配
ぱい

した長
ちょう

男
なん

に勧
すす

められて、私
わたし

は夫
おっと

と一
いっ

緒
しょ

にひきこもり地
ち

域
いき

支
し

援
えん

センターに相
そう

談
だん

に行
い

き、継
けい

続
ぞく

相
そう

談
だん

と家
か

族
ぞく

のつどいに参
さん

加
か

することになりました。家
か

族
ぞく

のつど

いでは、同
おな

じような問
もん

題
だい

を抱
かか

える家
か

族
ぞく

がたくさんいることを知
し

り、「自
じ

分
ぶん

だけではない」と安
あん

心
しん

できました。継
けい

続
ぞく

相
そう

談
だん

で次
じ

男
なん

との接
せっ

し方
かた

を相
そう

談
だん

したり、他
ほか

の家
か

族
ぞく

の話
はなし

を聞
き

くことで、次
じ

男
なん

のことを冷
れい

静
せい

に考
かんが

えられるようになりました。叱
しっ

咤
た

激
げき

励
れい

を止
や

めて、あいさつや雑
ざつ

談
だん

を増
ふ

やす

よう心
こころ

がけたり、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の生
せい

活
かつ

を楽
たの

しむようになったことで、次
じ

男
なん

も少
すこ

しずつ、あいさつを

返
かえ

したり、リビングに降
お

りてくることが多
おお

くなりました。

　また、これまでは次
じ

男
なん

が『いらない』と言
い

うのでお小
こ

遣
づか

いを渡
わた

していませんでしたが、担
たん

当
とう

者
しゃ

から提
てい

案
あん

を受
う

け、次
じ

男
なん

と話
はな

し合
あ

い、家
か

事
じ

を手
て

伝
つだ

ったときにお礼
れい

としてお小
こ

遣
づか

いを渡
わた

すこ

とにしました。次
じ

男
なん

は自
じ

分
ぶん

の好
す

きな物
もの

を買
か

いにコンビニやレンタルビデオ屋
や

などに行
い

くこと

が増
ふ

え、家
か

事
じ

も進
すす

んでやってくれるようになりました。私
わたし

たちも高
こう

齢
れい

になり、次
じ

男
なん

が頼
たよ

りに

なっています。今
こん

後
ご

も、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

については焦
あせ

らずに、次
じ

男
なん

をあたたかく見
み

守
まも

っていきたい

と思
おも

っています。



　きっかけは、娘
むすめ

（30代
だい

）が就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

で自
じ

信
しん

を失
な

くしたことです。

　中
ちゅう

学
がく

までは、友
とも

だち関
かん

係
けい

で悩
なや

み学
がっ

校
こう

を休
やす

むこともありましたが、高
こう

校
こう

からは仲
なか

のいい友
とも

だちができ、楽
たの

しそうに過
す

ごしていました。大
だい

学
がく

で就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

が始
はじ

まってから、筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

は

通
とお

っても面
めん

接
せつ

試
し

験
けん

で落
お

ちることが続
つづ

き、日
ひ

に日
ひ

に表
ひょう

情
じょう

が暗
くら

くなっていきました。卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、数
すう

年
ねん

間
かん

は飲
いん

食
しょく

店
てん

でバイトしていましたが、閉
へい

店
てん

してしまい、家
いえ

にひきこもるようになりました。

　

　最
さい

初
しょ

は私
わたし

（母
はは

）も、“しっかりしてる子
こ

だから、そのうち動
うご

くでしょう”と思
おも

い、これまでと同
おな

じ

ように接
せっ

していました。でも、だんだんと昼
ちゅう

夜
や

逆
ぎゃく

転
てん

するようになり、外
がい

出
しゅつ

することも減
へ

っていき

ました。私
わたし

は、“このまま何
なに

もせずにいていいのかな…”と不
ふ

安
あん

になり、ひきこもり地
ち

域
いき

支
し

援
えん

センターに相
そう

談
だん

しました。担
たん

当
とう

者
しゃ

から、私
わたし

が相
そう

談
だん

に行
い

ったことを娘
むすめ

に伝
つた

えて、「一
いっ

緒
しょ

に行
い

っ

てみない?」と誘
さそ

ってみることを提
てい

案
あん

されました。

　家
いえ

に帰
かえ

ってから、「私
わたし

に何
なに

かできることがないかと思
おも

って相
そう

談
だん

した」と娘
むすめ

に伝
つた

えて、「よ

かったら一
いっ

緒
しょ

に行
い

く?」と誘
さそ

うと、娘
むすめ

が『行
い

く』と言
い

ったので、一
いっ

緒
しょ

に相
そう

談
だん

に行
い

きました。面
めん

接
せつ

の中
なか

で娘
むすめ

は、『働
はたら

きたいとは思
おも

ってるけど、自
じ

信
しん

がない』『どうしたらいいか分
わ

からない…』と

泣
な

きながら話
はな

していました。

　担
たん

当
とう

者
しゃ

から就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

機
き

関
かん

を紹
しょう

介
かい

されて、娘
むすめ

が通
かよ

い始
はじ

めました。就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

機
き

関
かん

では、人
ひと

とのコミュニケーションの方
ほう

法
ほう

や、履
り

歴
れき

書
しょ

の書
か

き方
かた

、面
めん

接
せつ

の練
れん

習
しゅう

など、就
しゅう

職
しょく

に向
む

けて具
ぐ

体
たい

的
てき

な訓
くん

練
れん

に取
と

り組
く

んでいるようでした。少
すこ

しずつ、家
いえ

での会
かい

話
わ

も増
ふ

え、娘
むすめ

の表
ひょう

情
じょう

が明
あか

るく

なってきました。娘
むすめ

はその後
ご

、ハローワークに行
い

き、就
しゅう

職
しょく

先
さき

を見
み

つけることができました。最
さい

初
しょ

は不
ふ

安
あん

そうな様
よう

子
す

でしたが、今
いま

は仕
し

事
ごと

にも慣
な

れてきたようです。



　「ひきこもり」の背
はい

景
けい

に、以
い

下
か

のような精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

の症
しょう

状
じょう

が影
えい

響
きょう

している場
ば

合
あい

がありま

す。ご本
ほん

人
にん

が精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

を抱
かか

えているかどうかの判
はん

断
だん

は、医
い

者
しゃ

しかできません。まずはご

本
ほん

人
にん

を医
い

療
りょう

機
き

関
かん

に繋
つな

げることが必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

もあります。

妄
もう

想
そう

や幻
げん

聴
ちょう

・幻
げん

覚
かく

、まとまりのない話
はな

し方
かた

、疑
うたが

い深
ふか

さ、意
い

欲
よく

・興
きょう

味
み

の喪
そう

失
しつ

、感
かん

情
じょう

の起
き

伏
ふく

の乏
とぼ

しさ、社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

能
のう

力
りょく

の低
てい

下
か

などがみられる。

抑
よく

うつ気
き

分
ぶん

、興
きょう

味
み

と喜
よろこ

びの喪
そう

失
しつ

、活
かつ

動
どう

性
せい

の減
げん

退
たい

による易
い

疲
ひ

労
ろう

感
かん

の増
ぞう

大
だい

、活
かつ

動
どう

性
せい

の減
げん

少
しょう

などがみられる。

頻
ひん

回
かい

な手
て

洗
あら

い、入
にゅう

浴
よく

やトイレに時
じ

間
かん

がかかる、何
なん

度
ど

も繰
く

り返
かえ

し確
かく

認
にん

をす

るといった行
こう

為
い

がみられる。

全
ぜん

般
ぱん

的
てき

な知
ち

的
てき

な遅
おく

れはないが、読
よ

み、書
か

き、計
けい

算
さん

などのうち、特
とく

定
てい

の分
ぶん

野
や

で困
こん

難
なん

がみられる。

他
た

者
しゃ

の気
き

持
も

ちを想
そう

像
ぞう

してコミュニケーションをとることが苦
にが

手
て

、こだわり

が強
つよ

い、突
とつ

然
ぜん

予
よ

定
てい

を変
へん

更
こう

されることが苦
にが

手
て

などの特
とく

徴
ちょう

がみられる。

一
いっ

般
ぱん

的
てき

にある常
じょう

識
しき

とまったく違
ちが

う考
かんが

え方
かた

や独
どく

自
じ

の常
じょう

識
しき

がある。偏
かたよ

った

行
こう

動
どう

パターンが固
こ

定
てい

化
か

し、社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

や就
しゅう

業
ぎょう

・就
しゅう

学
がく

で困
こん

難
なん

がみられる。

小
ちい

さい頃
ころ

から、全
ぜん

体
たい

的
てき

な知
ち

的
てき

な遅
おく

れがみられる。

不
ふ

注
ちゅう

意
い

、多
た

動
どう

性
せい

、衝
しょう

動
どう

性
せい

といった特
とく

徴
ちょう

がみられる。

他
た

者
しゃ

から見
み

られることに恐
きょう

怖
ふ

を感
かん

じ、手
て

の震
ふる

え、赤
せき

面
めん

などがみられる。特
とく

別
べつ

な状
じょう

況
きょう

や環
かん

境
きょう

に関
かか

わらず起
お

きる発
ほっ

作
さ

性
せい

の不
ふ

安
あん

（動
どう

悸
き

・胸
きょう

痛
つう

・窒
ちっ

息
そく

感
かん

・めまい）などがみられる。



　名
な

古
ご

屋
や

市
し

在
ざい

住
じゅう

のひきこもり状
じょう

態
たい

にあるご本
ほん

人
にん

とご家
か

族
ぞく

を対
たい

象
しょう

に、予
よ

約
やく

制
せい

の面
めん

接
せつ

相
そう

談
だん

を行
おこな

っ

ています。その他
た

、「家
か

族
ぞく

のつどい」や関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の職
しょく

員
いん

等
など

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

、「名
な

古
ご

屋
や

ひきこもり

支
し

援
えん

ガイドマップ」の発
はっ

行
こう

等
など

を行
おこな

っています。

　15歳
さい

から44歳
さい

まででお仕
し

事
ごと

に就
つ

いておらず学
がっ

校
こう

に在
ざい

籍
せき

していない若
わか

者
もの

やその保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

とのネットワークを活
かつ

用
よう

しながら就
しゅう

労
ろう

に向
む

けた相
そう

談
だん

やセミナーを実
じっ

施
し

していま

す。その他
ほか

サークル活
かつ

動
どう

や職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

などのプログラム、メンタルカウンセリングも行
おこな

っています。

　名
な

古
ご

屋
や

市
し

在
ざい

住
じゅう

の子
こ

ども・若
わか

者
もの

（概
おおむ

ね39歳
さい

まで）及
およ

びその保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

を対
たい

象
しょう

に、ニート・ひき

こもり、不
ふ

登
とう

校
こう

などの社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を営
いとな

む上
うえ

での様
さま

々
ざま

な悩
なや

みの相
そう

談
だん

に対
たい

応
おう

しています。ひきこもりな

どでセンターへ来
らい

所
しょ

できない場
ば

合
あい

には、ご家
か

庭
てい

等
など

お会
あ

いできる場
ば

所
しょ

まで訪
ほう

問
もん

して相
そう

談
だん

を伺
うかが

い

ます。また、相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

に応
おう

じて、様
さま

々
ざま

な支
し

援
えん

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

して、問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

へのお手
て

伝
つだ

いをします。

（１）ひきこもりに関するご相談

（２）子ども・若者の自立に関するご相談

（３）生活・就労に関するご相談

（１）ひきこもりに関
かん

するご相
そう

談
だん

名
な

古
ご

屋
や

市
し

ひきこもり地
ち

域
いき

支
し

援
えん

センター

名
な

古
ご

屋
や

市
し

子
こ

ども・若
わか

者
もの

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

センター

なごや若
わか

者
もの

サポートステーション（NPO法
ほう

人
じん

ICDS）

（２）子
こ

ども・若
わか

者
もの

の自
じ

立
りつ

に関
かん

するご相
そう

談
だん

（３）生
せい

活
かつ

・就
しゅう

労
ろう

に関
かん

するご相
そう

談
だん



　仕
し

事
ごと

のこと、家
か

計
けい

のことなど生
せい

活
かつ

のことでさまざまな悩
なや

みを抱
かか

える方
かた

が気
き

軽
がる

に相
そう

談
だん

できるセンターで

す。相
そう

談
だん

は窓
まど

口
ぐち

のほか、電
でん

話
わ

やメールなどでも受
う

け付
つ

けています。対
たい

象
しょう

は、名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の生
せい

活
かつ

に

お困
こま

りの方
かた

（生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
じゅ

給
きゅう

されていない方
かた

）です。

　地
ち

域
いき

の身
み

近
ぢか

な相
そう

談
だん

機
き

関
かん

として、精
せい

神
しん

科
か

嘱
しょく

託
たく

医
い

による「こころの健
けん

康
こう

相
そう

談
だん

日
び

（予
よ

約
やく

制
せい

）」、「うつ病
びょう

家
か

族
ぞく

相
そう

談
だん

日
び

（予
よ

約
やく

制
せい

）」を設
もう

けているほか、精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

相
そう

談
だん

員
いん

や保
ほ

健
けん

師
し

が随
ずい

時
じ

こころの健
けん

康
こう

等
など

に関
かん

す

る相
そう

談
だん

を行
おこな

っています。

（４）こころの健
けん

康
こう

に関
かん

するご相
そう

談
だん

名
な

古
ご

屋
や

市
し

仕
し

事
ごと

・暮
く

らし自
じ

立
りつ

サポートセンター

保
ほ

健
けん

センター



　名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

または在
ざい

勤
きん

（学
がく

）の方
かた

を対
たい

象
しょう

に、「思
し

春
しゅん

期
き

相
そう

談
だん

」・「依
い

存
ぞん

症
しょう

相
そう

談
だん

」・「自
じ

死
し

遺
い

族
ぞく

相
そう

談
だん

」などの面
めん

接
せつ

相
そう

談
だん

を行
おこな

っています（予
よ

約
やく

制
せい

・無
む

料
りょう

）。

【依
い

存
ぞん

症
しょう

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

専
せん

用
よう

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

：483-3022】

　市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

（学
がく

）の方
かた

を対
たい

象
しょう

に、平
へい

日
じつ

夜
や

間
かん

や土
ど

日
にち

に精
せい

神
しん

科
か

医
い

、産
さん

業
ぎょう

カウンセラー、臨
りん

床
しょう

心
しん

理
り

士
し

による予
よ

約
やく

制
せい

の面
めん

接
せつ

相
そう

談
だん

を行
おこな

っています。時
じ

間
かん

・場
ば

所
しょ

などの詳
しょう

細
さい

は予
よ

約
やく

時
じ

にご案
あん

内
ない

します。

（５）ひきこもり家
か

族
ぞく

会
かい

の情
じょう

報
ほう

　KHJは、Kazoku Hikikomori Japan の略
りゃく

称
しょう

で、「日
に

本
ほん

で唯
ゆい

一
いつ

の全
ぜん

国
こく

組
そ

織
しき

の家
か

族
ぞく

会
かい

（当
とう

事
じ

者
しゃ

団
だん

体
たい

）」です。KHJでは、ひきこもりを抱
かか

えたご家
か

族
ぞく

が社
しゃ

会
かい

的
てき

に孤
こ

立
りつ

しないよう、全
ぜん

国
こく

の家
か

族
ぞく

会
かい

と連
れん

携
けい

し、

行
ぎょう

政
せい

に働
はたら

きかけながら、誰
だれ

もが希
き

望
ぼう

を持
も

てる社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

しています。

　KHJと連
れん

携
けい

している家
か

族
ぞく

会
かい

は名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

にもあります。お近
ちか

くの

家
か

族
ぞく

会
かい

の情
じょう

報
ほう

は、KHJホームページからご覧
らん

いただけます。

名
な

古
ご

屋
や

市
し

精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

センター

こころの健
けん

康
こう

（夜
や

間
かん

・土
ど

日
にち

）無
む

料
りょう

相
そう

談
だん

特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

 KHJ全
ぜん

国
こく

ひきこもり家
か

族
ぞく

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい



　名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

でひきこもりに関
かん

する支
し

援
えん

を行
おこな

っているNPO法
ほう

人
じん

等
など

の情
じょう

報
ほう

をまとめたガイドマップです。名
な

古
ご

屋
や

市
し

ひきこもり地
ち

域
いき

支
し

援
えん

センター、

各
かく

保
ほ

健
けん

センターにて配
はい

布
ふ

している他
ほか

、市
し

公
こう

式
しき

ウェブサイトからダウンロー

ドすることもできます。

　名
な

古
ご

屋
や

市
し

が運
うん

営
えい

する様
さま

々
ざま

な悩
なや

みに関
かん

する相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

の情
じょう

報
ほう

などを紹
しょう

介
かい

する公
こう

式
しき

のサイトです。仕
し

事
ごと

の悩
なや

み、病
びょう

気
き

の

悩
なや

み、家
か

庭
てい

関
かん

係
けい

の悩
なや

み、生
せい

活
かつ

・金
きん

銭
せん

的
てき

な悩
なや

み、男
だん

女
じょ

関
かん

係
けい

の

悩
なや

み、学
がっ

校
こう

関
かん

係
けい

の悩
なや

み等
など

、悩
なや

みの種
しゅ

類
るい

に応
おう

じた行
ぎょう

政
せい

・民
みん

間
かん

・自
じ

助
じょ

グループといった相
そう

談
だん

先
さき

が検
けん

索
さく

できます。

　名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

にお住
すま

いの障
しょう

害
がい

のある方
かた

やその家
か

族
ぞく

の方
かた

等
など

が利
り

用
よう

できる福
ふく

祉
し

サービスの概
がい

要
よう

と問
とい

合
あわ

せ先
さき

を紹
しょう

介
かい

したものです。手
て

帳
ちょう

制
せい

度
ど

、各
かく

種
しゅ

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

、各
かく

種
しゅ

サービス等
など

の情
じょう

報
ほう

と併
あわ

せ

「精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

」に関
かん

する項
こう

目
もく

として、名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

を中
ちゅう

心
しん

とした、精
せい

神
しん

科
か

・心
しん

療
りょう

内
ない

科
か

のある医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の一
いち

覧
らん

も掲
けい

載
さい

しています。障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

のしおりは、各
かく

区
く

役
やく

所
しょ

福
ふく

祉
し

課
か

や支
し

所
しょ

区
く

民
みん

福
ふく

祉
し

課
か

、保
ほ

健
けん

センター保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

又
また

は保
ほ

健
けん

センター分
ぶん

室
しつ

（精
せい

神
しん

・難
なん

病
びょう

等
とう

窓
まど

口
ぐち

）で配
はい

布
ふ

しているほか、ウェ

ブサイト「ウェルネットなごや」からダウンロードすることもできます。

◆ 名
な

古
ご

屋
や

ひきこもり支
し

援
えん

ガイドマップ

◆ ウェブサイト「こころの絆
ばん

創
そう

膏
こう

」

◆ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

のしおり

（６）その他
た

さまざまな相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

等
など

の情
じょう

報
ほう


